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現在、委員は15名 

昨年11月７日（火）及び11月８日（水）に、「あ

んしんかん」防災体験ツアーを実施しました。 

 田浦地域からマイクロバスで「あんしんかん」

までを往復するもので、参加者は、２日間で38名

でした。はじめに防災ビデオを視聴し、その後、

震度７の地震・火災・煙からの避難の疑似体験を

行いました。 

 また、団体予約でないと見られ

ない消防指令室、災害対策本部

室、地下免震装置を見学し、貴重

な体験となりました。 

 

 昨年11月11日（土）に里山歩きマップのＤコース、長浦コミュニ

ティセンター→県立塚山公園→十三峠→のの字坂→ＪＲ田浦駅を散策

しました。募集人数50名のところ、応募者が78名ありましたが、当日

の朝、大雨が降ったこともあり実際の参加者は57名でした。 

 長浦コミュニティセンターでスライドを見ながらコースの説明を聞いた後、５グループに分か

れ出発しました。グループごとに地域運営協議会のメンバーが同行し、見どころなどを解説しま

した。出発の頃には雨もあがり、塚山公園からは長浦湾が良く見えました。途中には、農家の方

の野菜スタンドがあり、買い物をする参加者の方もいらっしゃいました。 

なんとか晴れました！秋の田浦地域里山歩きツアー 

 梅・サクラ検討部会から  

 船越南郷公園の桜と田浦梅林の梅の老木対策のため、「梅・

サクラ検討部会」を立ち上げました。10月に市職員と一緒に南郷公

園の桜を調査し、その後、キノコの生えた木、町内会館の裏の木、

倒れそうで一番心配だった階段わきの木を伐採してもらいました。

来年度は、田浦梅林の梅の木の若返り対策を検討します。田浦地域

の大切な桜と梅を皆さんと一緒に守っていきたいと思います。ご協

力よろしくお願いします。 

 最後にＪＲ田浦駅でお土産を差し上げて解散となりました。参

加者からは来年も続けてほしいとの声をいただきました。 



１月14日（日）10：00～16：00 今回で３回目と

なる田浦鉄道フェスタを、田浦コミュニティセンター主催、

田浦地区社会福祉協議会・田浦地域運営協議会の共催で開催

しました。 

 当日は天候にも恵まれ、昨年より多い約1,540名の方が来場されました。 

 鉄道講演会として、国内全駅乗降達成した佐藤孝之さんの講演、鉄道講座として東京交通短期大学

の前橋栄一先生の講座がありました。映像を見ながらの楽しいお話でした。 

 今年も関東学院六浦中高校・横浜市立大学の鉄道研究部、社会人の女神鉄道模型会が参加してくだ

さり、ミニ電車乗車会、ジオラマ展示、Ｎゲージの運転を行いました。精

巧に作られていて見ごたえがありました。 

 また、京急電鉄、ＪＲ東日本の協力による、

こども制服撮影会も大好評でした。 

 田浦地区社会福祉協議会は、飲食の提供、こ

どもゲームコーナーを運営し、田浦地域運営協

議会は主に広報を担当しました。 

検索 田浦地域運営協議会 

田浦地域運営協議会 
  会長 早川吉彦 

事務局 
〒237-0076 

横須賀市船越町6－77 

（田浦行政センター内） 
電話: 046（861）4181 

FAX: 046（861）6112 

電子メール:  

 ta-ci@city.yokosuka.kanagawa.jp 

◆委員会は、年４～５回、田浦コミセ

ン４Ｆで開催します。傍聴を希望する

方は事務局までご連絡ください。 

 海上自衛隊に対する認識を深め、地域と海上自衛隊との

相互理解、融和を進める目的で、1月30日（火）13：30～

15：00、田浦コミュニティセンターに第２術科学校の隊員

の方々を招いて講演、懇談を行いました。 

 参加者は、応募した17名、地域運営協議会役員５名、行

政センター職員３名、第２術科学校から11名の合計36名でした。 

 はじめに海上自衛隊の創設に尽力した「野村吉三郎」の話を聞

き、続いて東日本大震災の派遣活動記録を見た

後、４グループに分かれてお茶とお菓子をいた

だきながら懇談を行いました。短時間ではあり

ましたが、術科学校の教育内容や、海上自衛隊

員の進むべきコース、洋上勤務で船酔いは？女

性隊員の割合など、いろいろな質問がされ、ひ

とつひとつ丁寧に答えていただきました。参加者アンケートでは、

情報カード・ビニールケース・マグネットのセット 

市のホームページもご覧ください 

緊急時情報カードたうら 

自衛隊が身近に感じられた、和やか

に会話ができた、普段知らないこと

を知ることができたなど、良かった

という意見を多くいただきました。 


